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１．研究計画の概要 
「文学の場」とは，作者が作品を創作する場，

および，鑑賞者（聴衆／読者）が作品を享受

する場のことである。この場合「場」とは，

空間的場所を指すと同時に，社会システムの

中における場，およびその人間関係をも指す。 
 ロベール・エスカルピ Robert Escarpit はそ

の著『文学の社会学』Sociologie de la littérature
の中で，文学活動，すなわち作者による作品

創造，伝播，鑑賞者（聴衆／読者）による作

品の鑑賞・享受を生産—流通—消費のシステ

ムにおいてとらえ，時代および地域によるそ

の変遷や種々相を文学社会学の研究対象とし

た。本研究ではそのエスカルピの枠組みを参

考にし，フランス中世における作者の社会的

立場，写字生による写本制作の実態，聴衆／

読者による作品の鑑賞・享受の実態を明らか

にすることを目的とする。 
(1)写本制作の実態の解明 
 パリ，フランス国立図書館等所蔵のフラン
ス語中世写本をできるだけ多く調査する。そ
して各羊皮紙写本において，テクスト本文以
外の朱見出し（rubrique），エクスプリシット
（explicit），および欄外書き込みなどのパラ・
テクストを手がかりに，フランス中世写本制
作の実態に迫る。 
(2)文学作品鑑賞の実態解明 
 フランス中世の文学作品は，いつ，どこで，

誰によって，どのような機会に歌われたり，

上演されたり，朗読されたりして，聴衆／読

者（鑑賞者）に受け渡されたのかを，(a)シャ

ンソン・ド・ジェスト（武勲詩），(b)ロマン（物

語），(c)ファブリオおよび『狐物語』などのジ

ャンルごとに明らかにする。 
(3)上記(1)および(2)で得られた結果をもとに，

フランス中世文学のジャンルの問題と，創作

—伝播—鑑賞の形式との関連を明らかにする。 
 
２．研究の進捗状況 
(1)フランス中世の文学作品の創作者，媒介者，

聴衆／読者（鑑賞者）の場の実態解明の課題

と，文学ジャンルの問題と創作—伝播—鑑賞

の形式との関連を明らかにするという課題に

関しては，池上俊一・東京大学教授，河原温・

首都大学東京教授，木俣元一・名古屋大学教

授らの助言・協力を得ることができ，ほぼ順

調に研究が進捗している。 
(2) フランス中世における写本制作の実態解

明から「文学の場」を明らかにする課題に関

しては，フランスをはじめヨーロッパ各地の

図書館に所蔵されているフランス語写本をで

きるだけ多く調査しなければならない。現時

点ではパリのフランス国立図書館，サント・

ジュヌヴィエーヴ図書館，スイスのボドメー

ル図書館で調査を行なったが，調査できた写

本の数は僅かである。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
(1) 特に広島大学ヨーロッパ中世研究会にお
いて，毎年テーマを決めて，歴史，思想，イ
ギリス文学・語学の専門研究者と，従来の専
門領域の枠にとらわれない学際的研究を推進
してきた。取り上げたテーマは，「中世ヨーロ
ッパにおける笑い」（平成 19 年度），「中世ヨ



ーロッパにおける伝統と刷新」（平成 20 年度），
「中世ヨーロッパにおける祝宴」（平成 21 年
度）であるが，筆者はつねに「文学の場」の
視点から他の研究者の研究成果を取り入れ，
フランス中世文学を中心に研究を進めてきて
いる。 
(2) 佐藤彰一・名古屋大学名誉教授，池上俊
一・東京大学教授，河原温・首都大学東京教
授らと，ヨーロッパ中世を多角的，複眼的に
とらえなおすプロジェクトに参画し，ここで
も筆者はフランス中世文学を中心とするヨー
ロッパ文学を担当し，社会のなかにおける文
学の問題を「文学の場」の視点からとらえな
おして発表した。 
(3) 外国の図書館所蔵のフランス中世写本を
できるだけ多く調査する予定は，十分な調査
時間を確保することが難しく，その上多くの
写本がマイクロフイルムのみの利用を余儀な
くされ，細かな書き込みの調査をじゅうぶん
行なうことができていない。 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1) 祝祭，そのなかの宴会と「文学の場」との
関係，特に宮廷における宴会，祝宴と宮廷風
騎士物語（ロマン）との関連を，フランス中
世文学の具体的な作品をとりあげながら，実
証的に究明していきたい。 
(2) 中世における女性知識人にとっての「文学
の場」を明らかにする。特に北フランスにお
ける女性作家の嚆矢とされているマリ・ド・
フランスについて，その実像に迫る。マリ・
ド・フランスの生涯については詳細が明らか
でないが，実在の歴史上の人物をあげての諸
説を検討し，最近主張されるようになってき
たマリ・ド・フランスはトマス・ベケットの
妹のマリ・ベケットであるとする説を中心に，
そう仮定した場合にみえてくる「文学の場」，
特に女子修道院における女性知識人の「文学
の場」を究明する。2010 年秋にスイスで開催
が予定されているトマス・ベケットを中心と
する知識人グループ（マリ・ベケットを含む）
に関する国際会議に参加して最新情報を収集
するとともに，第一線で活躍中の研究者と意
見交換を行ないたい。 
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